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謹賀新年伝統と風格を守り育んで９５年。格 を
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懐1 画画

菖
珂
ご
藩
鑑
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肱)_園
限r‘函

神戸・元町４丁目南ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 4 1 - 0 6 9 3
大阪・高閥橋２丁目ＴＥＬ（0 6 ）2 3 1 - 2 1 0 6

哩吻凹型】
E函j画】
冒泌函:

ノ

■E E 星趨昼

創業明治十六年
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本店・神戸元町１番街．０７８－３３１－３１１２
別室･元町｜丁目(穴門筋)・0 7 8 - 3 3 2 - 2 8 0Ｏ
東急百貨店・渋谷店・日本橋店・札幌店・吉祥寺店

世界のオシャレをお届けする

$麦b家
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「
字
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女
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〃
お
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本
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ど
う
ぞ
よ
ろ
し
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お
願
い
し
ま
す
。

日

二
戸
『

、

一
一
》
』;Z〆~〃 ＃

易≧ 髭〃 ■■■

＃＃

＃
Ｐ

一一

Ｑ
’ム

Ｌ

ヲ 日

二
戸
『 驚

，
撚
恥

１藍
、塁、．，

E画

‐
‐
１

』

さんちかレディスタウン
( 神戸市生田区- 昌富町１１－月１）

含( 0 7 8 ) 3 9 1 - 3 8 8 6
１藍
、塁、．，

一

本 社
(神Fi市生､区元町遡6ﾂｰ目35の2明邦ビル

含(078)341-8041
写其の商織ば
典珠ドルグノヤ５‘【〕【)０，０ｌｘ)
I 雌珠ｲ ﾔ ﾚ グﾊ 3 , ＣＯ( 』. ０ｍ
ロンアセープルロンジコート／¥ Z 〔1 . 〔X 、. 【

一
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陸
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、／ ｢ 素敵な出逢い一神戸のエスプリ」

､ ０

わたしだけの充ちたりた時間

蕊

回ＬｌＺＡホリデイ･ ツアースペシャル
ロアール･ シャトゥパーティと
パリ８日間の旅募集中
￥208,00O
詳しくは近畿日本ツーリスト
LIZＡデスク壷078 ( 3 9 1 ) 2 4 0 4 (専用）
またはくりザ･サロン>で
おたずねください。

l j ザ”ｱ ｯ ｼ ｮ ﾝ を通Ⅸ豊かな生活& 考え封

素敵な' 7 8 早春のｶ ﾀ ﾛ ｸ ﾂ 釧又り揃え､ ご来店をお待ちしております６

干弾.。ＩＦ．

ノ

街にあふれる師走のざわめきも遠く…･ ･ …
懐しい友とのおしやくりに､ 心などむひととき。

ワインの香りが
私だけの時間を静かに溶かしていきます。

< リザ･ サロン> は、豊かなライフスタイルのための
ファッションを､ 心をこめてお届けしていますｂ
どうぞお気軽にお立ち寄りくだきいませ。 営業時間＝A M 1 1 : o 0 - P M 8 : ００／定休ロー第３月雌日

勤神戸地区< リザ･ サロン> のご案内= そごう神戸勝2 Ｆ･ 大丸神戸店2 Ｆ
大丸新長田店１Ｆ･ センタープラザ1 Ｆ

、

ン

豊神戸本店
神戸市生ＩＭ区＝宣町１１７－４
センターﾌ ﾞ ﾗ 3 階ｅ6 5 0 壷0 7 8 ( 3 9 1 ) 6 8 0 6 ㈹ＬI ＺＡ
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埠呈

／ ⑳個性派のプロムナード〈北野アレー） 、

KＩ AlL
"”釧師

森戸蝋$談劉鍵入館通!｣｜＃罷唾ﾃ品､/バー ﾅデｲﾝ/バﾘｯ子
Ｌ・派｡雫※, ' が零膨？？竪撫愚蝋灘搬撚i棚ノ

斜戸跳談幾割興人鰯通"Ｉ北野ｱ ﾚ ｰ．ﾃ ﾅ ﾝ ﾄ１Ｆ／ＢＵＺＺＳＨＯＰ／バーナデイン／パリッ子
や-ｆ･ロー県※,,:倶繍:噸？？塵,:灘蝋灘搬皇瀞剛 ノ、

型

ｆｍＴＡＮＯＡｌＵＬＥＹ１⑳個性派のプロムナード〈北野アレー〉

ＢＵ
ＫＯＢＥ
ＺＺ・ＳＨ

で唯- - の
ＯＰです。

●ＢＯ

Ｂ⑭2K星･墨
ＥＹｕＸＹ１

ＵＴＩＱＵＥ

ＯＱａｅ
竹村幕店及コーディネィタ－辻真奈美
北野アレー1 Ｆ古2 4 2 - 6 7 5 0

明るいカラフル
楽しいファッショ

０８四
◎

色
を

な
ン

iiif子
山内一一平

北里予アレ･-1Ｆ壷242-1695(代）

個性派・行動派の
ファッション

S ＫｌＶＡ
劉埼文祥

二化野アレー1 Ｆ

ＷＯＲＬＤＨＡＮＤ､ ＣＲＡＦＴＳ
＆ＡＮＴＩＱＵＥＳＳＨＯＩ》

軸戸ｺしｸﾆﾉﾌにノ
ＰＥＲＳＯＮＡＬＰＲＯＤＵＣＥＲ
ＴＡＤＡＳＨＩＵＥＫＩ
北野アレー－１Ｆ垂2 2 2 3 6 0 0

１噸v
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神戸･ 三宮さんプラザ･ センタープラザ３Ｆ

隆

●( ﾄ ｰ“画一デｨ ﾈ ｰドファッション)ＬｌＺＡＳＡＬＯＮ●(パリ･ナウファッション)フランス・アンドルヴィ●(パリ．ナウファッション>ジヨージユ・レツシユ
。 ( 婦人服飾 ) 東京屋。 ( 婦人靴 ) 東京銀座ダイアナ● ( 婦人服 ) 銀座ケルラン
●( 舶来靴専門店) Ｐｉａ●( ヤング＆アダルトファッション) ルベール●( レテz イース・ファッション) 新宿高野
●( アクセサリー雑貨) ルイ. ﾐ ｯ ｼ ｪ ﾙ ●( ヤングｱ ダﾙ ﾄ ファッション) ランプ●( おしゃれな靴の店) ＢＯＮフカヤ
●( ジーンズｼ ｮ ｯ ブ) ＡＯＹＡＭＡＥｌＫＯ●( ファッションバッグ・アクセサリー) 美呂●( コンテンポラリーファッション) ザ･ コレクション
● ( ＣＯＬＬＥＧＥＳＨＯＰ ) ＣＡＢ 1 Ｎ● ( 婦人服 ) 原宿ＣＡＮ● ( ﾚ ヂ ｨ ｰ ｽ ファッション ) 東京ギンザ三愛

三召

●( ﾄ ｰ“画一デｨ ﾈ ｰドファッション)ＬｌＺＡＳＡＬＯＮ●(パリ･ナウファッション)フランス・アンドルヴィ●(パリ．ナウファッション>ジヨージユ・レツシユ
。 ( 婦人服飾 ) 東京屋。 ( 婦人靴 ) 東京銀座ダイアナ● ( 婦人服 ) 銀座ケルラン
．●( 舶来靴専門店) Ｐｉａ●( ヤング＆アダルトファッション) ルベール●( レテz イース・ファッション) 新宿高野
●( アクセサリー雑貨) ルイ. ﾐ ｯ ｼ ｪ ﾙ ●( ヤングｱ ダﾙ ﾄ ファッション) ランプ●( おしゃれな靴の店) ＢＯＮフカヤ
●( ジーンズｼ ｮ ｯ ブ) ＡＯＹＡＭＡＥｌＫＯ●( ファッションバッグ・アクセサリー) 美呂●( コンテンポラリーファッション) ザ･ コレクション
● ( ＣＯＬＬＥＧＥＳＨＯＰ ) ＣＡＢＩＮ● ( 婦人服 ) 原宿ＣＡＮ● ( ﾚ ヂ ｨ ｰ ｽ ファッション ) 東京ギンザ三愛

ｋ－ －雲曇iｊ

一戸

ｰ
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ネーンヤｏ
近藤そうそう。いろんなワルサもやったね

、

２人で･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
森本部費を一晩で飲んだり……ね｡ ( 笑）

わが青春の日よ･ ･ ･ …か。
近藤おいおい、ずい分と年寄りくさいぞ. ノ
森本本物の味が分る年になったんだよ。

森本文三近藤望
( 森本倉庫専務）（共栄木材社長）
近藤新年おめでとう。
森本やぁ、おめでとう。
近藤今日の服は実によく決まっているねえ。
森本いや、いや、そういう君こそ……。
近藤しかし、もう３０年になるねえ、君との

つき合いも．

賀 正

声－１

紳士服飾ノヴ
Ｌトア･ロードTEL(078）321一0320

友 だち

て･ ･ ･ …｡ 君は小野ゴ．ルフクラブ．でハンデ
ィ3 だね｡ クラブチヤンピオンにもなった。

近藤君だって広野ゴルフでハンディ7 . そうだ、
今度の休みに一緒にコースを巡らない蛾

森本お互いフォーマルスーツがしっくりす
る年齢になったということだね｡ ( 笑）

近藤まったく。( 笑) 関西学院の高校以来か。
２人とも昭和3 1 年に大学を卒業したね。

森本軟式野球部で君がピッチャー、僕がマ

ジュン洋服店霊牒総篭繍鰯潔：
神ノガ市生ＨＩｌ又中山平通３１~同6５森本まったく。何でも話し合える友達って
T E L ( 0 7 8 ）３９１－０７７９男にとって一番大切なもんだな。ノ

近藤なるほど｡ ( 笑）
森本今はバットをゴルフクラブに持ち換え

響蕊霊蕊
』
ｒ
ｒ
虫
浜
由
が
境

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



地
方
文
化

坂
井
時
忠

八
兵
庫
県
知
事
Ｖ

☆
私
の
意
見

ひ
ら
け

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
ま
っ
た
の
は
暦
だ
け
。

昨
年
に
つ
づ
く
円
高
、
不
況
な
ど
に
よ
る
経
済
社
会
の
動
向
は

混
迷
と
不
安
を
今
年
に
持
ち
越
し
、
こ
こ
当
分
春
を
望
む
べ
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
き
び
し
い
社
会
情
勢
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
と
こ
ろ
「
見
直
し
」
、
「
世
直
し
」
が
叫
ば
れ
、
人
間
の

生
き
方
、
く
ら
し
方
に
つ
い
て
の
真
剣
な
問
直
し
が
行
わ
れ
る
一

方
、
新
年
の
新
聞
は
「
経
済
の
時
代
か
ら
文
化
の
時
代
へ
」
と
転

換
の
必
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
三
十
余
年

営
々
と
し
て
築
き
あ
げ
て
き
た
今
日
の
輝
か
し
い
繁
栄
を
、
今
後

ど
う
し
て
維
持
し
て
い
こ
う
か
と
す
る
問
題
な
の
で
す
。

か
の
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
偉
大
な
文
明
社
会
が
没
落
し
て
い

っ
た
歴
史
に
学
ぶ
と
き
、
文
明
を
滅
亡
さ
せ
た
も
の
は
外
敵
の
侵

入
に
先
立
っ
て
内
部
の
社
会
的
崩
壊
で
あ
っ
た
と
い
う
恐
る
べ
き

事
実
に
思
い
あ
た
り
ま
す
。
今
日
限
ら
れ
た
資
源
、
蓄
積
さ
れ
た

高
度
な
物
質
文
明
を
た
だ
徒
ら
に
消
費
し
そ
の
恩
恵
を
当
然
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
社
会
、
日
毎
に
肥
大
化
す
る
欲
望
や
、
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
価
値
観
の
社
会
を
、
い
か
に
変
革
し
て
い
く
か
を
真

剣
に
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
す
べ
て
を
経
済
と
い
う
物
指
し
で
し
か
考
え
な
か
っ

た
過
去
に
反
省
を
加
え
、
今
度
は
文
化
と
い
う
角
度
か
ら
す
べ
て

を
見
直
し
、
創
り
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
る

ほ
ど
文
化
と
い
う
と
、
す
ぐ
遊
び
と
か
、
余
力
と
い
っ
た
も
の
を

連
想
し
が
ち
で
す
が
、
私
は
文
化
と
は
世
の
中
を
変
え
て
い
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
中
央
に
お
け
る
華
麗

な
切
り
花
文
化
で
は
な
く
、
地
方
に
咲
く
野
草
の
よ
う
に
、
地
味

だ
け
れ
ど
し
っ
か
り
と
根
の
あ
る
文
化
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て

い
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
根
こ
そ
は
生
命
で
あ
り
、
無
限
に

伸
び
る
力
を
蓄
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

生
命
力
あ
ふ
れ
る
地
方
文
化
の
育
成
に
今
年
は
是
非
力
を
注
ぎ

た
い
し
、
そ
の
発
掘
と
交
流
を
基
盤
と
し
て
、
一
一
十
一
世
紀
へ
の

輝
や
か
し
い
歩
み
を
刻
む
「
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
進
め

た
い
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
１
．
私
た
ち
は
い
ま
こ
そ
わ
が
兵
庫
に
端
正

な
精
神
と
豊
じ
ょ
う
な
ロ
マ
ン
を
う
た
い
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

１
２９
１
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'７ｓ
ＡＨＡＰＰＹ
ＮＥＷＹＥＡＲ
本年もよろしくお願い申し上げます

K●ＢＥ店舗装備のﾌﾟﾛﾌｪｯｼ ｮ ﾅﾙ
N l K K E N （株) 神戸日建

本社神戸市葺合区御幸通3 丁目２－２０
〒６５１公（0 7 8 ）２５１－３５２５( 代）
東京東京都中央区日本橋3 丁目２－１７
営業所公（０３）２７８－１３６９，番

〆

識
エ
炭
．
⑪
唾

蕊
蕗. ､

霊謹雛Ｉ

激

より豊かな町づくり
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3１

口
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
品

「
姥
捨
て
」

龍ハ；． X 画． ｡

霧Ⅱ
弓

生
活
ｰ

昭
和
ｎ
年
４
月
岸
和
田

年
よ
り
国
、
公
立
小
学

青
大
学
附
属
天
王
寺
小

八
受
賞
の
こ
と
ば
Ｖ

ろ
と
い
う
励
ま
し
の
蛍

活
気
を
取
り
戻
し
、
新

津
和
田

叉
小
学

王
寺
小

k 霊溺典

お
く
の
た
だ
あ
き

奥
野
忠
昭

。
錨
年
３
凡
大
阪
曙
巽
君
大
学
（
現
大
阪
教
育
大
学
）
卒
○
混

務
。
卿
年
・
狸
月
作
品
錐
『
煙
へ
飛
顛
」
出
版
。
現
在
大
阪
教

教
諭
。
大
阪
府
柏
塁
叩
在
住
。
仙
歳
。

く
低
迷
し
て
い
る
私
に
、
好
い
加
減
に
こ
の
へ
ん
で
発
帝
し

受
け
と
っ
て
い
ま
｛
兎
で
き
得
れ
ば
こ
れ
逢
侭
会
に
、
再
び

作
品
を
書
き
続
け
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
増
え
て
い
ま
す
。

よ
し
み
ね
ま
さ
と

士
ロ
峰
正
人

二
佳
作
「
閣
下
一
徳
留
節

口
神
戸
女
流
文
学
賞
受
賞
作
品

京
都
市
西
京
区
桂
稲
荷
山
町

「
ボ
ク
は
目
撃
者
／
‐
武
川
喜
美
子

香
川
県
多
度
津
町

受
賞
作
な
し
口
佳
作

「
虹
の
町
」
坪
川
立
枝

福
井
市
北
今
泉
町

主
催月
刊
神
戸
っ
子

二
選
考
委
員

足
立
巻
一

八
作
家
Ｖ

白
川
渥
八
作
頚
Ｖ

小
島
輝
派

八
神
一
Ｍ
．
盃
裂
蕊
部
僅
Ｖ

森
川
達
也

八
基
蔚
論
家
ｖ

松
原
新
一

八
文
裳
評
論
裳
Ｖ

国
鍛
終
選
考
候
補
作

「
初
年
兵
」
真
鍋
勇

霧
霞
県
新
居
塗
巾
泉
宮
町

「
寄
生
蜂
」
村
戸
勉

兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
需
蔦

「
青
春
の
咳
き
」
井
上
淳
子

袖
岡
県
大
野
城
市
平
野
台

「
触
れ
る
」
田
純
千
世
子

大
阪
府
茨
木
藤
燃
町

「
獄
の
ぞ
き
」
山
田
と
し

熊
本
市
江
津

昭
和
五
十
一
年
六
月
、
本
誌
は
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
と
と
も
に
、
西
日
本
に
お
け
る
文
学
活
動
の
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た

め
に
微
力
を
尽
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
Ⅷ
神
戸
文
学
賞
お
よ
び
神
戸
女
流
文
学
賞
、
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
さ
て
、
第
尾
凶
作
品
募

集
は
昨
年
九
月
に
締
切
り
、
西
日
本
全
域
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
最
終
選
考
を
行
い
左
記
の
作
品
が
第
．
一
回
の

受
賞
作
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
発
表
い
た
し
ま
す
。
へ
授
賞
式
Ⅱ
昭
和
蔓
‐
一
一
一
薙
月
・
四
日
（
土
）
午
後
六
時
始
於
レ
ス
ト
ラ
ン
「
（
ｉ
グ
』
〉

官官

↑叩
Ｆ１

ー

ノム
j聖多

j雪
｣貝

●

神
戸

佐

久
流
一
入
普
訂

員
発
尋』く

■
月
刊
神
戸
っ
子
主
催
八
第
２
回
Ｖ

ﾛ ロニ
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の
で
今
ま
で
思
い
つ
か
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
地

に
立
っ
た
時
、
「
こ
の
場
所
こ
そ
芸
大

の
地
だ
／
」
と
心
か
ら
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
私
の
夢
は
果
て
し
な
く
ふ
く

ら
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。
ｌ
広
賓
と

し
た
公
園
に
ま
わ
り
を
囲
ま
れ
、
遠
く

に
連
な
る
山
々
、
ふ
も
と
に
展
開
す
る

街
並
み
、
そ
し
て
近
く
に
港
の
活
気
を

感
じ
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
波
間
に
浮
等
外

国
船
に
思
い
を
馳
せ
る
ｌ
そ
ん
燕
環

境
に
神
戸
芸
大
が
で
き
た
あ
か
つ
き
に

は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
人
の
あ

こ
が
れ
の
地
と
な
り
、
向
学
心
に
燃
え

た
若
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
学
生
か
ら
プ
ロ
の
大
家
ま
で

が
、
資
金
や
観
客
動
員
の
心
配
な
く
本

や

当
に
演
り
た
い
だ
し
物
が
で
き
る
よ
う

大
学
の
ま
わ
り
に
小
さ
な
ホ
ー
ル
や
発

表
の
場
を
い
く
つ
か
つ
く
る
の
で
す
。

そ
こ
で
は
、
ご
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も

の
か
ら
実
験
的
な
前
衛
芸
術
ま
で
、
意

欲
あ
ふ
れ
る
作
品
や
公
演
が
、
無
料
も

し
く
は
低
料
金
で
発
表
さ
れ
て
い
て
、

お
勤
め
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
帰
り
に
立
ち

寄
る
人
々
の
疲
れ
を
い
や
し
、
楽
し
み

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で
す

た
ま
た
ま
入
っ
た
ホ
ー
ル
の
だ
し
物
が

好
み
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
遠
慮
な
く
別

の
場
所
へ
、
と
い
う
具
合
に
気
楽
な
雰

囲
気
で
。
義
理
や
つ
き
あ
い
で
行
く
の

神
戸
に

芸
術
大
学
を

伊
藤
ル
ミ

ハ
ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｖ

’
3２
１

篭塁
ｑ＄

ゾ

/J〆

舞謬
先
日
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
ド
ラ

イ
ブ
が
て
ら
行
っ
た
の
で
す
が
、
規
模

の
大
き
さ
、
山
・
海
・
街
な
ど
の
周
囲

の
景
観
の
す
ば
ら
し
さ
に
あ
ら
た
め
て

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
計
り
知
れ
な
い

可
能
性
と
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

私
の
夢
は
、
時
お
り
口
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
が
、
神
戸
に
総
合
芸
術
大
学

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

「
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
上
交

通
の
便
利
な
広
い
ス
ペ
ー
ス
」
と
い
う

題字／小畑延子

カット／南和恵
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蕊蕊鍛終

私
は
元
来
〃
コ
ロ
コ
ロ
と
よ
く
気
の

変
わ
る
女
″
で
す
。
去
年
の
お
正
月
に

な
に
を
「
心
に
誓
っ
た
」
の
か
、
も
う

で
は
な
く
、
自
分
の
好
み
に
忠
実
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
芸
術
の
喜
び
に
ひ
た

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
卵
達
は
、
そ
ん
な

人
達
の
暖
か
く
厳
し
い
感
覚
に
よ
っ
て

育
て
ら
れ
、
ま
た
淘
汰
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
仲
間
ど
う
し
で
励
ま
し

あ
い
、
練
磨
し
あ
っ
て
育
っ
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
は
、
そ
の
専
門
以
外
の
芸
術
か

ら
も
刺
激
を
受
け
て
．
か
た
よ
ら
な
い

真
の
芸
術
に
近
づ
い
て
い
け
る
の
で
す

そ
し
て
世
界
に
通
用
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
神
戸
か
ら
育
ち
、
神
戸
を
中
心
に

活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
大
の
影

響
を
ま
わ
り
に
も
与
え
、
神
戸
の
文
化

を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
く
ｌ

こ
れ
が
神
戸
の
街
と
人
を
心
か
ら
愛
し

芸
術
を
一
生
の
伴
侶
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
一
神
戸
っ
子
の
夢
な
の
で
す
。

夢
で
み
た

「
夢
の
国
」

村
上
和
子

八
サ
ン
Ｔ
Ｖ
デ
ィ
レ
ク
タ
１
Ｖ

１
３３
１

蕊

忘
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
そ
の
う
え

初
夢
を
暮
の
う
ち
に
み
て
し
ま
う
と
い

う
、
あ
わ
て
者
。

ふ
だ
ん
、
ひ
と
り
で
い
る
時
は
、
日

だ
ま
り
の
中
で
よ
く
夢
を
み
ま
す
。
ひ

ど
い
時
に
は
、
一
日
に
十
本
以
上
も
。

翌
日
、
頭
が
「
ボ
ー
と
と
す
る
こ
と

も
、
し
ば
し
ば
。
夢
み
ご
こ
ち
で
、
い

つ
も
新
し
い
地
図
を
開
き
、
誰
も
知
ら

な
い
世
界
を
み
つ
け
て
は
、
そ
こ
の
住

人
に
な
り
す
ま
し
て
喜
ん
で
い
る
の
で

す
。今

年
の
お
正
月
に
は
〃
神
様
に
召
さ

れ
る
と
き
、
こ
の
世
の
中
で
一
番
き
れ

い
な
服
を
着
る
人
た
ち
の
国
″
を
み
つ

け
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
驚
く
ほ
ど
太
陽
の
大
き

い
南
の
島
。

人
び
と
は
、
陽
気
で
お
し
ゃ
れ
が

大
好
き
。

集
会
に
は
、
自
分
の
服
に
刺
し
ゅ

う
を
し
て
出
か
け
ま
す
。

長
老
に
な
る
ほ
ど
色
ど
り
の
い
い

服
を
ま
と
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
国
の
人
び
と
は

神
様
に
召
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
世
の

中
で
一
番
き
れ
い
な
服
を
着
て
い
く

の
で
す
。

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
国
を
地
図
に

マ
ー
ク
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
目
が

さ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は

一
日
中
、
そ
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ま

せ
ん
。
夜
に
な
っ
て
ど
の
方
角
に
あ
る

の
か
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ま
で
確
か
め

に
行
き
ま
し
た
。

月
明
り
に
照
ら
さ
れ
た
海
は
、
と
て

も
静
か
。
つ
め
た
い
夜
空
に
し
み
わ
た

る
、
船
の
汽
笛
。
こ
こ
ち
よ
く
ひ
び
く

潮
騒
。
こ
の
海
の
ど
こ
か
に
き
っ
と
さ

っ
き
の
国
が
続
い
て
い
る
は
ず
。
そ
う

思
う
と
、
も
う
あ
の
国
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
問
題
で
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
海
か
ら
な
が
め
る

神
戸
の
街
の
き
れ
い
な
こ
と
。
も
し
、

船
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
の
な
ら
、
泊
ま
っ

て
み
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
え
な

り
ま
し
た
。
街
の
灯
り
の
一
つ
一
つ
に
、

神
戸
が
み
え
ま
す
。

で
も
、
私
の
小
さ
い
頃
の
神
戸
の
山

は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
だ
っ
た
所
は
丘
に

な
り
、
丘
だ
っ
た
所
は
高
台
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
今
で
は
、
大
好
き
な
い
さ

ご
山
の
あ
の
て
つ
ぺ
ん
に
ま
で
、
人
が

住
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
街
に
や
さ
し
さ
が
あ
る
の
も
、

山
の
せ
い
。
人
び
と
の
心
が
エ
レ
ガ
ン

ト
な
の
も
、
山
の
せ
い
。
毎
日
山
を
み

な
い
で
暮
し
て
い
る
人
は
、
一
人
も
い

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
心
配
で
す
。

山
が
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
き
て
、

そ
の
う
ち
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も

わ
か
ら
な
い
か
ら
。

神
戸
は
「
山
の
街
」
だ
っ
た
の
で
す

も
の
。い

つ
も
の
な
ん
倍
も
の
星
が
、
今
夜

は
輝
い
て
い
る
み
た
い
。
私
は
、
大
き
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で
も
す
る
よ
う
に
思
わ
ず
窓
を
開
き
、

確
か
に
坂
道
を
真
直
に
上
り
山
腹
に
反

響
す
る
霧
笛
を
見
た
よ
う
な
思
い
が
し

た
。
そ
し
て
改
め
て
、
港
や
船
や
海
や

汐
風
を
思
い
返
し
た
も
の
で
し
た
。

ど
の
街
角
に
立
っ
て
も
北
に
向
か
え

ば
す
ぐ
手
の
届
き
そ
う
な
山
の
緑
が
あ

り
、
振
り
向
け
ば
す
ぐ
足
も
と
に
海
が

あ
る
よ
う
な
神
戸
の
街
は
、
住
め
ば
都

と
い
う
以
上
に
恵
ま
れ
た
形
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
し
に
追
わ
れ
た

と
え
海
辺
へ
行
け
な
く
て
も
、
山
へ
登

れ
な
く
て
も
常
に
海
と
山
と
そ
の
風
を

肌
に
感
じ
る
心
安
さ
が
あ
り
ま
す
。
都

市
の
発
展
と
共
に
数
を
増
す
高
層
ピ

ル
、
街
並
や
古
い
建
物
と
の
調
和
を
欠

く
よ
う
な
色
や
形
の
新
し
い
商
店
が
ふ

え
る
こ
と
は
、
良
し
悪
し
の
問
題
で
は

な
く
、
一
つ
の
時
代
か
ら
次
の
時
代
へ

の
必
要
な
変
化
で
も
あ
り
仕
方
の
な
い

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
個
人
的

な
望
み
を
書
か
せ
て
も
ら
え
る
な
ら
、

山
か
ら
海
を
、
海
か
ら
山
を
見
通
せ
な

く
な
る
よ
う
で
は
快
適
で
は
な
く
な
る

し
、
今
歩
い
て
い
る
所
が
、
東
京
な
の

か
パ
リ
な
の
か
、
神
戸
な
の
か
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
商
店
街
に
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
も
う
歩
く
の
も
つ
ま
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
都
市
の
発
展
を
経
済

的
成
長
の
み
を
根
拠
に
し
て
押
し
進
め

る
誤
ち
や
つ
ま
ら
な
さ
の
繰
り
返
し
、

そ
の
結
果
、
え
せ
文
化
、
え
せ
文
化
人

ふ
う

が
ふ
え
て
、
外
見
、
い
ま
風
に
暮
せ
て

謡

く
息
を
吸
い
こ
ん
で
首
が
い
た
く
な
る

ほ
ど
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。
降
り
か
か

る
よ
う
な
冬
の
星
座
。
あ
の
青
く
澄
ん

だ
輝
き
さ
え
も
何
千
年
、
何
万
年
も
前

の
も
の
。

気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
永
遠
の
世
界
。

こ
の
ま
ま
宇
宙
に
吸
い
こ
ま
れ
て
、
ど

こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
銀
河
系
の
中

を
さ
ま
よ
っ
て
行
き
た
い
よ
う
な
気
分

１
．
な
ん
だ
か
フ
ワ
ッ
と
し
て
と

て
も
自
由
に
な
っ
た
み
た
い
：
．
。
山
の

む
こ
う
に
流
れ
星
が
消
え
て
い
き
ま
し

た
。
「
き
ま
ま
な
う
ち
が
華
さ
。
人
生
な

ん
て
夢
の
ま
に
ま
に
」
と
い
う
よ
う
に
。

汐
の
香
に

気
づ
く
街

木
下
佳
通
代

八
造
形
作
家
Ｖ

ト
ア
ロ
ー
ド
に
移
り
住
ん
で
は
じ
め

て
の
大
晦
日
の
こ
と
、
突
然
静
け
さ
を

破
っ
て
霧
笛
が
一
斉
に
響
き
渡
り
、
表

通
り
の
窓
ガ
ラ
ス
が
大
き
く
振
動
し

た
。
港
町
に
生
ま
れ
住
み
な
が
ら
、
日

頃
何
と
な
く
船
や
霧
笛
と
関
り
な
く
暮

し
て
い
た
私
は
、
あ
ま
り
の
音
の
強
烈

さ
に
驚
き
、
見
え
な
い
音
を
見
よ
う
と

高
月
昭
子

’
3４
１

通
人
の
心
が
真
に
充
た
さ
れ
る
筈
も

な
い
の
で
す
か
ら
。
発
展
の
た
め
の
方

法
の
根
拠
を
変
え
な
け
れ
ば
、
自
然
と

共
に
生
き
た
い
と
思
う
若
い
人
た
ち
の

心
ま
で
も
、
そ
の
一
つ
の
目
的
の
た
め

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
染
ま
っ
て
い
き
つ

つ
あ
る
の
で
す
。
一
人
一
人
の
人
が
、

そ
し
て
一
つ
一
つ
の
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ

自
身
の
文
化
を
根
拠
に
し
て
自
然
と
人

間
が
呼
応
し
あ
え
る
よ
う
な
新
し
い
場

を
作
り
た
い
も
の
で
す
。
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
都
市
神
戸
」
の
方
針
が
、
い
ま
風

神
戸
に
終
ら
な
い
よ
う
に
、
一
人
一
人

の
心
の
中
に
改
め
て
自
分
自
身
の
在
り

よ
う
を
、
そ
し
て
居
る
所
を
考
え
る
新

年
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
宮
の
繁
華
街
の
雑
踏
の
中
で
、
本

当
に
ま
れ
に
風
の
運
で
汐
の
香
に
気
づ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
か
す
か

な
喜
び
も
私
の
大
事
な
夢
で
も
あ
り
、

ま
た
、
い
ま
殿
の
風
の
中
で
の
一
服
の

清
涼
剤
で
も
あ
る
の
で
す
。

古
い
竪
俗
）
の
の

価
値
を

八
建
築
家
Ｖ
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な
に
か
し
ら
華
や
か
な
風
が
吹
い
て

い
る
よ
う
な
の
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

都
市
を
目
指
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
流
れ
が

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
な
が
ら
速
度
を
増
し

て
き
て
い
る
よ
う
で
、
ブ
ー
ム
も
致
来

し
て
い
る
と
か
。
ま
た
そ
こ
は
か
と
な

く
ア
カ
抜
け
て
い
て
、
流
行
を
追
わ
な

い
ふ
う
の
シ
ャ
レ
た
装
い
を
し
て
い
る

の
が
神
戸
っ
子
で
、
文
化
人
が
お
っ
し

ゃ
る
に
は
、
母
と
娘
の
二
人
連
れ
が
様

に
な
る
街
が
神
戸
な
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
そ
れ
は
心
地
良
い
ひ
び
き
を
持

っ
て
神
戸
が
語
ら
れ
、
神
戸
人
が
写
さ

れ
て
、
他
人
様
に
は
「
あ
の
神
戸
、
あ

の
六
甲
、
ホ
ー
ノ
．
」
と
い
う
感
じ
で
、

わ
が
伯
び
住
ま
い
の
貧
な
る
生
活
実
感

か
ら
は
程
遠
い
感
嘆
の
さ
れ
か
た
を
す

る
の
が
何
と
も
ち
ぐ
は
ぐ
な
思
い
の
す

繍 騨礎語

'一号一一ﾛQ~▲空ﾛー ｯ向､.､蛭鈷頓一F宇掩9弔電?湾･殉や弓画＝

る
今
日
こ
の
頃
な
の
で
す
。

な
に
せ
こ
ち
と
ら
手
入
れ
の
ゆ
き
届

か
な
い
人
で
、
洗
い
晒
さ
な
く
て
も
ク

タ
ク
タ
の
服
に
雪
駄
を
ペ
タ
ペ
タ
髪
を

五
本
指
で
か
き
な
で
る
と
い
う
有
様
で

頭
痛
薬
が
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
る

の
を
安
息
と
し
て
い
る
身
で
す
。

こ
の
自
由
で
束
縛
の
な
い
時
間
と
空

間
を
仕
事
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
、
こ
の
解
放
感
の
た
め
に
顔
を
洗
う

暇
さ
え
惜
し
ん
で
い
る
私
だ
と
い
う
の

に
、
ど
う
で
し
ょ
う
、
あ
の
少
し
床
の

傾
い
て
い
た
喫
茶
店
が
、
と
て
も
ス
ー

ツ
を
着
て
は
入
れ
な
か
っ
た
カ
レ
ー
屋

が
、
ど
ん
ど
ん
建
て
変
え
ら
れ
て
、
こ

と
ご
と
く
華
麗
に
変
身
し
て
ゆ
く
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
の
神
戸
、
あ
の
六

甲
に
着
実
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
の
で

す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
い
て
は
、
カ
レ
ー
を
食
べ
て
い
て

は
、
う
ど
ん
を
す
す
っ
て
い
て
は
、
ス

ペ
イ
ン
風
の
白
い
壁
に
何
故
か
ア
ー
ル

の
つ
い
た
よ
う
な
家
を
つ
く
っ
た
り
、

レ
ン
ガ
タ
イ
ル
貼
り
に
ガ
ラ
ス
屋
根
の

図
面
を
書
い
て
み
た
く
な
っ
た
り
す
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
軒
、
ま
た
一
軒
と
、
年
月
の
重
み

を
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
間

の
軽
さ
を
示
す
よ
う
に
値
う
ち
の
あ
る

家
が
、
空
間
が
様
変
わ
り
し
て
い
っ
て

跡
に
は
確
実
に
「
ぺ
ラ
ペ
ラ
の
ウ
ス
ッ

ペ
ラ
に
な
り
や
が
っ
て
」
と
い
う
感
じ

の
モ
ノ
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
の
が
耐
え

が
た
く
落
ち
着
か
な
い
の
で
す
。

女
の
夢
に
し
て
は
色
気
に
欠
け
る
き

ら
い
は
あ
り
ま
す
が
、
古
い
も
の
の
中

の
価
値
を
手
離
さ
な
い
で
や
っ
て
ゆ
き

た
い
と
思
う
の
で
す
。
新
し
い
も
の
を

造
っ
て
ゆ
く
の
と
は
ま
た
違
っ
た
持
ち

重
な
り
の
す
る
夢
が
あ
る
の
で
す
。
あ

の
子
供
の
時
、
廃
虚
を
遊
び
場
と
し
て

い
た
頃
の
無
限
の
解
が
あ
る
よ
う
な
強

烈
な
感
覚
に
似
て
い
る
と
い
え
ば
い
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
魅
力
に
み
ち

て
い
る
場
や
空
間
も
神
戸
に
欲
し
い
し

造
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。
あ
の
神
戸

あ
の
六
甲
で
な
く
、
自
分
自
身
の
住
ま

う
神
戸
、
六
甲
と
し
て
考
え
な
い
と
私

は
心
安
ら
か
に
し
て
住
ま
い
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
気

が
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

１
３５
１
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本
物

指
向

羽
多
悦
子

八
二
紀
会
会
員
Ｖ

3６

こ
の
と
こ
ろ
、
加
速
度
を
増
し
な
が

ら
神
戸
ら
し
く
充
実
し
て
ゆ
く
我
が
街

に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
た
か
も

自
分
の
生
き
方
も
神
戸
と
共
に
誇
り
高

く
な
る
よ
う
で
心
地
良
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
神
戸
ら
し
さ
と
は
何
か
、

を
時
々
考
え
て
み
る
の
で
す
が
「
本
物

指
向
を
慈
し
む
こ
と
」
で
は
な
い
か
と

思
え
る
の
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
し

て
も
流
行
し
て
い
る
、
い
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
自
分
に
似
合
う
も
の
を
、
ま
た

似
合
う
よ
う
に
し
て
巧
み
に
取
り
入
れ

て
し
ま
う
。
押
し
着
せ
で
は
満
足
し
な

い
。
ど
ん
な
斬
新
な
も
の
で
も
自
分
の

も
の
さ
し
を
あ
て
、
本
物
指
向
と
出
る

と
サ
ッ
サ
と
自
分
の
も
の
に
す
る
。
衣

だ
け
と
限
ら
ず
食
、
住
、
そ
の
他
の
分

野
で
も
本
物
指
向
が
大
切
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

た
だ
、
時
々
気
に
な
る
の
が
広
告
部

門
、
さ
か
し
ら
を
申
す
よ
う
で
心
苦
し

い
の
で
す
が
、
本
物
指
向
と
ば
か
り
は

言
っ
て
お
れ
な
い
部
分
が
も
ろ
に
表
面

化
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
伝

え
た
い
事
柄
を
す
べ
て
書
き
並
べ
た
よ

う
な
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
、
の
前
は
片
目

を
と
じ
て
走
り
抜
け
た
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
街
造
り
も
本
物
指
向
の
中
で

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
北
野
界
隈
も

坂
道
の
風
景
を
壊
さ
ぬ
よ
う
に
と
心
を

配
ら
れ
な
が
ら
ブ
テ
ィ
ッ
ク
等
が
次
々

と
誕
生
し
て
ゆ
き
、
三
宮
界
隈
の
過
密

化
も
東
西
、
南
北
、
上
下
、
に
押
し
広

毎
年
の
こ
と
、
秋
た
け
な
わ
の
十
月

東
京
上
野
に
て
の
展
覧
会
を
終
え
る
と

も
う
私
に
は
一
年
が
終
っ
て
し
ま
っ
た騨誤…鐘｡写瞬殉………

鍵
ペヤ唾描齢酌蕊f f 誼舜器偶ぎぷ妃捗晶# F 弗叫将岸h 昭一群騨蛎八

か
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

師
走
に
は
、
一
年
の
集
計
と
か
で
世

の
人
々
が
駆
け
め
ぐ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
こ
ち
ら
は
既
に
次
に
来
る
年
が

始
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
と
ず
い
ぶ
ん

勤
勉
に
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
が
確
か
に

エ
ン
ジ
ン
の
か
か
る
ま
で
数
十
日
を
要

す
る
わ
け
だ
か
ら
、
結
果
と
し
て
は
展

覧
会
後
の
懇
親
会
だ
の
ク
リ
ス
マ
ス
だ

の
や
れ
忘
年
会
だ
の
と
何
度
も
間
抜
け

た
顔
で
出
か
け
遊
べ
や
遊
べ
の
毎
日
を

過
し
て
し
ま
い
、
や
が
て
除
夜
の
鐘
と

港
か
ら
の
霧
笛
を
合
せ
て
聞
く
日
、
改

め
て
ゆ
く
年
く
る
年
を
思
う
の
で
す
。
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「
目
の
前
に
青
空
が
広
が
る
。
心
の

窓
が
ぱ
っ
と
開
か
れ
た
よ
う
」
神
戸
に

や
っ
て
来
る
友
人
の
多
く
が
口
に
す
る

言
葉
で
あ
る
。
科
学
的
に
調
べ
れ
ば
、

や
れ
公
害
だ
の
何
だ
の
と
問
題
は
あ
っ

て
も
、
六
甲
の
山
々
、
舟
の
行
き
き
す

る
港
、
海
、
そ
し
て
花
咲
く
美
し
い
街

並
み
、
温
暖
な
気
候
、
こ
れ
に
ハ
イ
カ

ラ
さ
が
加
わ
っ
た
、
神
戸
の
街
の
雰
囲

気
は
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
．
…
．
．

こ
の
気
持
が
私
の
心
を
お
お
う
。

こ
ん
な
恵
ま
れ
た
街
で
、
生
活
し
、

ま
た
仕
事
で
多
く
の
時
間
を
費
せ
ば
、

よ
い
発
想
、
考
え
が
生
ま
れ
る
の
も
当

然
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
住
み
よ

い
街
、
生
活
し
や
す
い
街
に
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
豊
か
な
明
る
い
街
づ
く
り
の

た
め
に
。

神
戸
っ
子
の
私
の
初
夢
は
、
「
発
想
」

「
創
造
」
の
で
き
る
人
間
で
あ
り
た
い

と
願
う
。
今
日
か
ら
明
日
へ
の
新
し
い

発
見
を
求
め
て
、
た
と
え
そ
れ
が
ご
く

小
さ
な
発
見
で
あ
っ
て
も
変
動
の
激
し

い
社
会
で
、
斬
新
な
発
想
が
消
費
者
問

題
に
活
用
で
き
得
る
な
ら
、
生
活
は
よ

り
健
全
な
方
向
に
展
開
す
る
で
あ
ろ

う
。
消
費
者
問
題
に
十
七
年
間
携
わ
っ

て
き
た
私
の
経
験
が
、
つ
い
こ
う
し
た

発
言
を
さ
せ
て
し
ま
う
。
だ
が
続
け
よ

』
フ
。神

一
戸
と
い
う
街
は
、
消
費
者
問
題
で

も
先
進
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の

四
月
に
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
兵

げ
よ
う
と
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
み
う
け
ま
す
。
も
う
四
年
ば
か
り
過

ぎ
る
と
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
も
全
体
の

躍
動
を
始
め
る
と
か
。
神
戸
も
、
神
戸

Ⅱ
三
宮
の
感
を
改
め
東
西
南
北
に
雄
女

し
く
広
が
っ
て
国
際
都
市
の
名
に
ふ
さ

わ
し
く
増
々
エ
レ
ガ
ン
ト
な
街
に
な
っ

て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
今
宵
は
三
宮
界
隈
で
…
で
済
ん
だ
今

ま
で
と
違
っ
て
、
西
か
ら
東
へ
、
北
か

ら
南
へ
、
そ
れ
も
、
も
ぐ
っ
た
り
登
っ

た
り
で
ず
い
ぶ
ん
忙
し
い
思
い
を
し
そ

う
。
楽
し
い
け
れ
ど
車
代
も
大
変
／
・
」

な
ん
て
冗
談
を
言
っ
た
ら
、
「
車
ぐ
ら
い

黙
っ
て
乗
せ
て
頂
け
る
身
分
に
な
っ
て

お
く
べ
き
よ
・
…
・
・
あ
っ
、
そ
の
頃
に
な

っ
た
ら
声
す
ら
か
か
ら
な
く
て
出
か
け

る
必
要
も
な
い
か
も
。
」
と
仲
間
の
毒
舌

が
返
っ
て
き
た
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
風
景

に
浸
っ
て
私
自
身
も
勿
論
本
物
指
向
、

そ
れ
こ
そ
エ
レ
ガ
ン
ト
な
女
性
に
な
っ

て
い
る
は
ず
な
ん
だ
け
れ
ど
。

豊
か
な

美
し
い
街

宮
本
豊
子

八
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
主
任
Ｖ

庫
県
生
活
科
学
研
究
所
（
仮
称
）
が
オ
ー

プ
ン
す
る
。
い
わ
ば
「
消
費
者
の
城
」

と
い
え
よ
う
。
商
品
を
つ
く
る
人
、
売

る
人
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
使
う
人

買
う
人
の
た
め
の
研
究
所
が
、
全
国
に

先
が
け
て
神
戸
に
誕
生
を
み
よ
う
と
し

て
い
る
。
消
費
者
問
題
も
、
今
ま
で
以

上
に
躍
進
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
今
年
こ
そ
、
神
戸
の
街
ぐ
る

み
で
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
イ
テ
イ
で
消

費
者
問
題
と
取
り
組
む
と
い
っ
た
大
き

な
催
し
が
で
き
た
ら
と
思
う
。
新
し
い

豊
か
さ
を
求
め
て
、
一
つ
の
機
関
だ
け

が
、
一
つ
の
消
費
者
団
体
が
、
ま
た
行

政
だ
け
が
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
企

業
、
消
費
者
を
問
わ
ず
、
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
地
域
で
語
り
合
い
、
よ
り
よ

い
生
活
づ
く
り
を
、
神
戸
か
ら
全
国
へ

広
げ
て
も
ゆ
き
た
い
。

神
戸
は
「
科
学
的
」
セ
ン
ス
を
持
ち

合
せ
た
街
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
「
プ

ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
」
（
実
用
的
）
で
あ
り
、

「
躍
動
」
す
る
街
、
「
豊
か
さ
」
と
「
美

し
さ
」
を
持
つ
街
、
ピ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

神
戸
、
そ
し
て
豊
か
な
発
想
の
で
き
る

街
こ
ん
な
欲
ぱ
り
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
坂
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
そ
の
前
を

美
し
い
一
人
の
女
性
が
、
ス
カ
ー
ト
を

風
に
ゆ
ら
が
せ
な
が
ら
、
ト
ア
ロ
ー
ド

か
ら
セ
ン
タ
ー
街
へ
と
姿
を
消
し
て
い

っ
た
。
異
人
館
が
青
空
に
映
え
て
い

る
。
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来
た
。
馬
は
驚
い
て
横
っ
飛
び
に
避
け

る
。
ボ
サ
ッ
と
騎
乗
し
て
い
る
と
落
馬タ

の
憂
き
目
に
あ
う
。
一
瞬
脚
を
し
め
手

ヅ
ナ

キ
ヨ
ウ
ネ
ン

綱
を
し
ぼ
り
馬
の
狂
奔
を
防
ぐ
。
こ
れ

な
ど
は
突
発
の
事
象
を
機
敏
に
対
処
す

る
訓
練
に
な
る
。
馬
上
豊
か
に
馬
が
自

分
の
思
う
通
り
に
動
作
す
る
時
は
最
高

で
気
分
爽
快
。
こ
ん
な
可
愛
い
い
動
物

に
接
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
は
馬
を
知
る

者
以
外
に
は
わ
か
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で

他
に
例
の
な
い
も
の
と
自
負
し
て
い
る

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
年

も
秋
深
い
神
鍋
山
へ
馬
を
馬
運
車
で
運

□
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

神
戸

乗
馬
倶
楽
部

創
立
以
来
六
十
余
年
我
が
国
最
古
の

伝
統
を
有
す
る
社
団
法
人
神
戸
乗
馬
倶

楽
部
は
馬
術
の
振
興
と
馬
事
思
想
の
普

及
並
び
に
、
動
物
愛
護
の
情
操
高
揚
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
戦
前
は
高
位

高
官
の
名
士
は
必
ず
来
倶
さ
れ
格
調
の

高
い
社
交
場
と
し
て
そ
の
著
名
度
は
日

本
全
国
に
響
い
た
も
の
で
す
。

戦
後
は
広
く
そ
の
門
戸
を
開
放
し
会

員
も
老
若
男
女
と
そ
の
層
は
厚
く
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
神
戸
乗
馬
倶
楽

部
よ
り
二
名
の
選
手
を
出
す
な
ど
全
国

の
馬
術
大
会
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
名
選
手
が
出
場
し
た
。

現
在
の
会
長
佐
用
仙
治
氏
は
馬
歴
五

十
有
年
、
し
か
も
現
役
で
毎
日
毅
然
と

し
て
騎
乗
さ
れ
、
こ
の
度
兵
庫
県
ス
ポ

ー
ツ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
我
が
国
馬
術
界

の
重
鎮
で
す
。
私
も
馬
歴
は
三
十
有
年

で
す
が
、
神
戸
乗
馬
倶
楽
部
に
入
会
し

て
早
や
二
十
年
の
歳
月
を
経
過
し
古
参

の
部
類
に
属
し
、
そ
の
経
営
に
も
参
画

瀬
戸
裕
吉
郎

八
神
一
晶
馬
倶
楽
部
理
事
精
雅
堂
社
長
ｖ

し
て
い
ま
す
。
会
長
以
下
役
員
十
六
名
．

で
理
事
会
が
編
成
さ
れ
、
倶
楽
部
を
統

轄
運
営
に
当
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
毎

朝
開
店
前
の
ひ
と
時
を
馬
に
乗
り
ス
ト

レ
ス
解
消
と
心
身
の
鍛
練
に
励
ん
で
い

》
。
。冬

の
寒
い
朝
、
馬
場
内
で
運
動
し
て

い
る
と
、
白
猫
が
柵
内
に
飛
び
込
ん
で

ぴ
、
一
一
泊
三
日
の
遠
乗
会
を
催
し
電
稲
穂

の
な
び
く
田
舎
道
、
紅
葉
の
美
し
い
山

肌
、
柿
の
実
の
つ
い
た
木
女
に
囲
ま
れ

た
農
家
の
横
を
、
馬
足
も
軽
や
か
に
神

鍋
山
周
辺
や
山
頂
へ
と
馬
群
を
連
ら
ね

シ
ッ
ク

疾
駆
す
る
様
は
一
幅
の
絵
と
な
り
騎
乗

の
醍
醐
味
を
満
喫
し
た
も
の
で
し
た
。

あ
な
た
の
趣
味
は
と
問
わ
れ
る
と
、

乗
馬
で
す
と
答
え
る
。
あ
の
競
馬
で
す

か
と
返
っ
て
く
る
こ
と
が
殆
ん
ど
で
す

が
、
乗
馬
と
競
馬
と
は
全
然
違
い
ま
す
。

私
は
元
町
に
生
れ
育
っ
た
生
粋
の
神
戸

っ
子
で
す
が
、
都
心
に
近
い
青
谷
で
毎

日
馬
に
乗
る
こ
と
の
出
来
る
幸
せ
は
最

高
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

馬
術
の
神
髄
は
技
術
の
面
の
み
で
な

く
、
日
常
の
言
行
態
度
全
て
品
格
を
保

持
し
、
事
に
処
し
て
積
極
果
敢
人
を
敬

い
そ
の
範
た
る
べ
き
こ
と
、
心
情
鼠
礼

儀
に
あ
つ
く
節
度
正
し
く
し
て
格
調
高

き
者
、
こ
れ
真
の
馬
術
修
練
者
な
り
。

立
派
な
諸
先
輩
の
薫
育
と
指
導
を
得

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
伝
統
と
光
輝
あ

る
神
戸
乗
馬
倶
楽
部
。
こ
こ
の
会
員
で

あ
れ
ば
人
間
と
し
て
全
て
間
違
い
が
な

い
と
そ
の
信
用
は
絶
大
な
る
も
の
が
あ

り
、
親
も
安
心
し
て
子
供
を
入
会
さ
せ

て
い
る
神
戸
乗
馬
倶
楽
部
。

昭
和
五
十
三
年
は
午
歳
で
す
。
馬
に

乗
っ
て
馳
け
て
見
よ
う
。
美
容
と
健
康

に
心
身
の
鍛
練
に
最
適
の
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

入
会
希
望
者
は
電
話
八
六
一
’
一
○
九
四
神
戸
乗

馬
倶
楽
部
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
火
湿
日
定
休

日曜日の朝は、練習に若い人も多勢集まりますｂ
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３，４階｜事務所

飾り甲／１２万円

刀 剣古美術

神戸市生田区元町通６丁目2 5 番地
ＴＥＬＯ７８－３５１‐0 0 8 1

3９

１階｜和洋菓子・茶寮
地階｜風月堂ホール｢ グラン. パレ. ド･ フーゲ叉

鑑定買入刀剣研磨その他工作
一カ月仕上是非ご用命下さい。
お支払いに便利なローンをご利用下さい

５階｜茶室･ 涛月庵特別室 ･ ゴーフルルーム

２階|羅農蔀具蕊1ﾂﾄ.プﾗザ」

難
癖
》
．

: 美鼎鬼膨異彫
贈る心にお菓子をそえて

く毒>早申j雪鳳負堂
本社神戸元町３丁目壷0 7 8 ( 3 2 1 ) 5 5 5 5

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


